
平成２７年度第２回まちづくり推進町民会議(山崎晴一議長)が１０月５日(月曜)１０：３０から
美深町役場大会議室において開催され、委員１５名と町理事者、各課長等あわせて３０名が出席しま
した。同会議は、町内各団体や自治会からの推薦委員、公募委員の３０名で構成される住民組織です。

会議では、第５次総合計画、行政評価の平成26年度事業実績報告、地方創生事業、マイナンバー制
度についての説明が行われました。

まちづくりに関する懇談では、委員から今後のまちづくりに関し、活発な意見が出されました。

会

議

の
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容

(１)副議長あいさつ

(２)山口町長あいさつ

(３)第５次美深町総合計画平成26年度実績について

(４)平成27年度（26年度事業）行政評価結果に
ついて

(５)地方創生（美深町人口ビジョン、総合戦略）
について

(６)マイナンバー制度について

(７)まちづくりの推進についての懇談

②行政評価結果について

平成２６年度の評価実績としては、１次評
価２５３事業、２次評価１０２事業、３次評
価（行政評価町民委員会）３１事業の評価が
行われました
評価の結果としましては、Ａ評価２２施策

（７１％）Ｂ評価９施策（２９％）Ｃ及びＤ
評価は０評価となりました。

③地方創生（美深町人口ビジョ
ン、総合戦略）について

美深町で現在、１０月末を目標に作成を進
めている美深町人口ビジョン、総合戦略に
ついての説明が行われました。
説明では、美深町における将来の人口シュ

ミレーションや「まち・ひと・しごと創
生」の実現に向けた説明が行われました。

担当：総務課企画グループ企画係(01656-2-1645) Email:b-kikaku@town.bifuka.hokkaido.jp

①第５次美深町総合計画
平成26年度実績について

美深町では平成２３年度から第５次総合

計画がスタートし平成２７年度で前期計画
の５年間が終了します。
平成２６年度の事業実績報告では、総合

計画の実績額として４１億９，３０４万円
の執行額の状況や、町の資金借入である地
方債についての説明が行われました。
主な説明としては、びふか温泉の木質バ

イオマス事業、美深中学校の改築改修工事、
学校給食センター整備、消防無線機整備の
状況など平成２６年度総合計画に基づきに
美深町が実施した主な事業について報告さ
れました。
なお、これらの事業実施箇所は、同日午

後から開催された「まちづくり研修会」の
視察先にもなっていたため、委員の皆様に
おいては、より具体的に事業内容をイメー
ジできる説明となりました。

斉藤副議長の開会あいさつ
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③ 出席委員からの主な質疑・意見

●マイナンバーカードについて

委員～マイナンバーカードが届いても、旅行や入

院で長期不在の場合はどうしたら良いか？

住民生活課長

不在でハガキが返ってきた方については、

後日、役場の方で所在確認し改めて連絡す

る。

委員～個人番号カードは必要ない場合は申請しな

くても良いか？

美深町内ではみんな顔見知りなので悪用さ

れる可能性は低いが、顔写真入のカードは

都会では悪用される可能性が高い。

申請しない場合、罰則はあるのか？

住民生活課長

使う場面がないと判断し、必要のない場合

は申請しなくても良い。マイナンバー通知

書でも代替可能だが免許者などの本人確認

書類が必要となる。

委員～更新手数料、初回は無料とあるが２回目以

降はいくらかかるのか？また、赤ちゃんや

子供は顔が変わる。有効期間はあるのか？

住民生活課長

成人以上は交付を受けてから１０年、未成

年は５年。更新手数料は現在は未定。

●美深高校の今後の方向性について

委員～美深高校の今後の方向性は？

教育長

非常に危惧される問題。入学制が昨年度２

０人、本年度１９人、来年度以降、北海道

から一定程度の方向性が示される。美深高

校の更なる魅力付けにより新入学生を確保

したい。

●その他

委員～仁宇布デマンドバス。二次交通として

仁宇布から松山湿原までの運行はできない

か？また日曜日の運行は？

総務課長

以前からの課題で承知しており、事業所、

観光サイドとも調整しながら検討したい。

委員～都市間バスを検討中。停車場は交通ター

ミナルは検討できなかったか？

総務課長

交通ターミナルがベストだが除雪の関係で

バスが迂回できない懸念もある。

＜出席委員からの主な質疑・意見＞

④まちづくりの推進についての懇談
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